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私
た
ち
は
こ
こ
に
、

個
人
情
報
保
護
基
本
法
（
案
）

を
発
表
す
る
。

昨
春
、
個
人
情
報
保
護
法
の
政
府
案
が
明
ら
か
に
な
っ
て
以
来
、
私
た
ち
は
そ
の
杜
撰
な
作
り
と
、
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
突
出
す
る
言
論
・
表
現
規
制
の
危
険
性
に
つ
い
て
批
判
し
、
廃
案
を
求
め
る
活
動
を
く
り
返
し

て
き
た
。
あ
ら
ゆ
る
報
道
機
関
と
そ
の
労
働
組
合
、
数
多
く
の
職
能
団
体
や
市
民
グ
ル
ー
プ
や
表
現
者
た
ち
も

同
様
の
声
を
あ
げ
た
。

し
か
し
、
小
泉
政
権
と
与
党
各
党
は
今
国
会
に
お
い
て
、
過
去
二
回
の
国
会
で
趣
旨
説
明
も
で
き
な
か
っ
た

政
府
案
を
わ
ず
か
ば
か
り
の
字
句
修
正
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
と
引
き
換
え
に
、
強
引
な
採
決
に
持
ち
込
み
、
た
だ

ち
に
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
個
人
情
報
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
命
と
暮
ら
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
人
権
、
表
現

と
行
為
の
ど
れ
に
も
深
く
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
保
護
の
必
要
性
を
ど
う
認
識
し
、
そ

の
法
制
を
ど
う
す
べ
き
か
の
社
会
的
合
意
な
し
に
、
粗
雑
で
あ
る
ば
か
り
か
危
険
で
も
あ
る
政
府
案
を
成
立
さ

せ
よ
う
と
す
る
者
た
ち
の
責
任
は
大
き
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
た
ち
は
先
に
発
表
し
た
「
個
人
情
報
保
護
法
制
に
関
す
る
表
現
者
の
〈
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

」
に
お
い
て
、

〉

こ
ん
に
ち
の
社
会
と
世
界
に
あ
っ
て
、
個
人
と
は
何
で
あ
り
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
外
部
デ
ー
タ
化

と
し
て
の
個
人
情
報
の
保
護
法
制
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
語
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
、
い
ま
は
く
り
返
さ

な
い
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
こ
の
〈
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
〉
で
述
べ
た
理
念
を
個
人
情
報
保
護
基
本
法
と
し
て

法
案
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

名
称
の
と
お
り
、
こ
こ
で
は
個
人
情
報
保
護
の
た
め
の
基
本
的
な
理
念
と
原
則
を
明
示
し
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
種
々
の
法
制
上
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
定
め
る
と
と
も
に
、
各
分
野
、
各
業
界
が
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
と
特
殊
性
に
応
じ
た
実
効
的
な
個
別
法
を
制
定
す
べ
き
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。

、

。

私
た
ち
の
主
張
お
よ
び
こ
の
基
本
法
案
は

政
府
案
の
考
え
や
構
造
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う

そ
の
修
正
を
提
案
す
る
幾
多
の
試
案
と
も
一
線
を
画
し
て
い
る
。
だ
が
、
個
人
情
報
保
護
と
い
う
重
要
か
つ
緊

急
の
課
題
を
真
剣
に
考
え
、
誠
実
に
取
り
組
も
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
方
法
し
か
な
い
と
私
た
ち
は
確
信
し
て
い

る
。こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
一
人
の
個
人
と
し
て
、
あ
る
い
は
ま
た
一
人
の
表
現
者
と
し
て
個
人
情
報
保
護
法
制
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
た
め
の
法
律
を
作
る
と
い
う
作
業
は
従
来
、
も
っ
ぱ
ら
立
法
府
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
私
た
ち
が
一
歩
を
踏
み
出
し
、
こ
の
よ
う
な
基
本
法
の
案
を
完
全
な
法
律
の
形
式
に
の

っ
と
っ
て
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
こ
れ
も
ま
た
個
人
と
し
て
の
、
ま
た
表
現
者
と
し
て
の
あ
ら
た
な
社
会
参
加

の
ひ
と
つ
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

私
た
ち
は
こ
の
基
本
法
案
が
国
会
議
員
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
の
議
論
を
呼
び
、
よ
り
よ
い
法
律
を
作
り
出

す
た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
強
く
期
待
す
る
。
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【
政
府
案
の
問
題
点

】

（
略
記
）

●
個
人
情
報
保
護
の
必
要
性
に
説
得
力
が
な
く
、
法
制
理
念
が
不
明
瞭
で
あ
る
。

●
本
人
に
よ
る
個
人
情
報
の
管
理
権
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

●
最
重
要
分
野
（
金
融
取
引
、
医
療
、
通
信
）
の
個
人
情
報
を
保
護
で
き
な
い
。

●
基
本
原
則
の
適
用
、
情
報
提
供
者
保
護
規
定
の
不
在
な
ど
報
道
干
渉
の
危
険
性
が
高
い
。

●
ネ
ッ
ト
発
信
を
ふ
く
め
た
表
現
な
ど
個
人
や
非
営
利
団
体
の
活
動
の
制
約
に
つ
な
が
る
。

●
公
権
力
お
よ
び
営
利
事
業
者
に
よ
る
個
人
情
報
の
濫
用
を
防
止
で
き
な
い
。



【
本
基
本
法
の
特
徴
】

●
個
人
情
報
保
護
法
制
全
般
に
わ
た
る
理
念
及
び
基
本
と
な
る
原
則
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

…
…
第
一
条
（
目
的
）

●
本
人
に
よ
る
個
人
情
報
の
管
理
権
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
基
本
的
人
権
に
基
づ
く
諸
自
由
の
行

為
を
制
限
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
明
記
し
、
こ
の
基
本
法
及
び
個
別
法
の
濫
用
に
歯
止
め
を
か
け

て
い
る
。

…
…
第
一
条
（
目
的
）

…
…
第
三
条
（
こ
の
法
律
の
解
釈
及
び
運
用
）

●
基
本
法
に
の
っ
と
っ
た
各
分
野
ご
と
の
個
別
法
制
定
を
明
確
に
打
ち
出
し
、
国
の
行
政
機
関
等
の

個
人
情
報
保
護
法
も
そ
の
一
分
野
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

…
…
第
一
条
（
目
的
）

…
…
第
二
条
（
定
義
）
第
三
項
及
び
第
四
項

…
…
第
十
二
条
（
国
の
行
政
機
関
等
に
係
る
措
置
）

…
…
第
十
三
条
（
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取
扱
営
業
者
に
係
る
措
置
）

●
適
用
対
象
を
「
国
の
行
政
機
関
等
」
と
「
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取
扱
営
業
者
」
に
特
定
し
、

合
理
的
な
政
策
目
標
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
非
営
利
の
団
体
と
個
人
の
活
動
を
除
外
し
て
い

る
。…
…
第
二
条
（
定
義
）

●
報
道
機
関
等
は
出
版
社
と
個
人
事
業
者
を
含
め
、
基
本
原
則
を
は
じ
め
と
し
た
こ
の
法
律
の
適
用

対
象
そ
れ
自
体
か
ら
除
い
て
い
る
。

…
…
第
二
条
（
定
義
）
第
四
項
第
一
号
イ

●
出
版
事
業
を
、
報
道
又
は
評
論
に
係
る
事
業
と
定
義
し
、
差
別
の
助
長
や
私
権
の
侵
害
を
指
摘
さ

れ
る
地
名
等
の
デ
ー
タ
発
行
事
業
者
を
適
用
対
象
除
外
規
定
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

…
…
第
二
条
（
定
義
）
第
四
項
第
一
号
イ

●
七
つ
の
基
本
原
則
を
定
め
、
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
国
際
基
準
を
完
全
に
満
た
し
て
い
る
。

…
…
第
五
条
（
利
用
目
的
に
よ
る
制
限
）
～
第
十
一
条
（
国
際
的
移
転
の
制
限
）

●
個
人
情
報
保
護
の
最
重
要
分
野
（
金
融
取
引
、
医
療
、
電
気
通
信
等
）
を
例
示
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
実
効
性
の
あ
る
個
別
法
制
定
を
促
し
て
い
る
。

…
…
第
十
三
条
（
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取
扱
営
業
者
に
係
る
措
置
）
第
一
項
及
び
第
二
項

●
苦
情
処
理
の
た
め
の
第
三
者
機
関
の
設
置
等
に
つ
い
て
言
及
し
、
公
平
で
透
明
性
の
高
い
制
度
設

計
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

…
…
第
十
八
条
（
国
の
講
ず
る
措
置
）

●
基
本
法
及
び
個
別
法
の
見
直
し
条
項
を
設
け
、
施
行
後
の
政
策
評
価
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
と
と

も
に
、
国
際
的
・
社
会
的
・
技
術
的
進
展
の
影
響
を
受
け
や
す
い
個
人
情
報
保
護
法
制
の
環
境
変
化

に
対
応
し
て
い
る
。

…
…
附
則
第
一
項


